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一般質問（要旨）

錦
織
孝
一
議
員　
（
自
民
）

風
評
被
害
対
策
は
、
補
償
へ

の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

品
質
や
安
全
性
に
つ
い
て

し
っ
か
り
情
報
発
信
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
県
は
ど

の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
消

費
者
の
不
安
を
取
り
除
い
て

い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

農
水
産
業

者
自
ら
が
行
う
安
全
性
を
Ｐ

Ｒ
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
販
売
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
実
施
に
よ
り
消
費

者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
て

い
く
。

議
員　

災
害
時
に
お
い
て
も
、

通
常
ど
お
り
の
医
療
機
能
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
医
療
体
制
の
整
備
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

災
害
時
に

お
け
る
患
者
受
け
入
れ
体
制

な
ど
に
つ
い
て
検
証
す
る
と

と
も
に
、
医
療
機
関
の
協
力
・

連
携
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

な
ど
、
体
制
の
整
備
に
努
め

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
小
企
業
の
復

興
支
援
、
港
湾
機
能
の
回
復
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
の
促
進

な
ど
も
質
問
）

石
塚
仁
太
郎
議
員
（
自
民
）

圏
央
道
の
構
想
が
持
ち
上

が
っ
た
の
は
お
よ
そ
四
十
年

前
で
あ
る
。
何
故
こ
れ
ほ
ど

の
時
を
経
て
も
完
成
し
な
い

の
か
。
災
害
時
の
高
速
道
路

網
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、

す
べ
て
の
人
達
に
と
っ
て
最

大
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
る

圏
央
道
の
早
期
開
通
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

知
事　

有
料
道
路
事
業
の
許

可
が
な
さ
れ
、
進
ち
ょ
く
が

加
速
す
る
と
期
待
す
る
。
県

と
し
て
は
、
残
る
用
地
の
取

得
を
全
面
的
に
支
援
し
、
国

予
算
の
確
保
を
強
く
働
き
か

け
て
い
く
。

議
員　

県
と
市
が
一
体
と

な
っ
て
事
業
を
進
め
る
国
道

三
五
四
号
岩
井
バ
イ
パ
ス
の

県
が
施
工
す
る
部
分
を
速
や

か
に
整
備
す
べ
き
で
は
。

土
木
部
長  

坂
東
市
が
実
施

し
、
本
バ
イ
パ
ス
と
接
続
す

る
合
併
支
援
道
路
事
業
の
進

ち
ょ
く
を
見
据
え
な
が
ら
、

出
来
る
限
り
早
期
の
供
用
を

図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
幼
保
一
元
化
、「
や

ま
」（
平
地
林
）
の
整
備
・
保

全
な
ど
も
質
問
）

志
賀
秀
之
議
員　
（
自
民
）　

東
日
本
を
カ
バ
ー
す
る
国
の

広
域
防
災
拠
点
を
北
茨
城
市

内
に
あ
る
県
所
有
の
三
十
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊
休
地
に
誘

致
し
て
は
ど
う
か
。

知
事　

本
県
は
高
速
道
路
・

港
湾
・
空
港
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
首
都
圏
と

東
北
の
間
に
位
置
す
る
な
ど

優
れ
た
立
地
条
件
を
有
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
北
茨
城

市
の
誘
致
活
動
も
踏
ま
え
、

県
と
し
て
も
国
の
防
災
拠
点

の
誘
致
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

漁
業
協
同
組
合
の
再

建
に
向
け
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
漁
港
施
設
や
漁
協
の

共
同
施
設
な
ど
、
水
産
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

三
カ
年
に

わ
た
り
計
画
的
に
復
旧
を
進

め
る
。
本
年
度
は
防
波
堤
や

岸
壁
な
ど
の
施
設
を
優
先
し

て
着
手
す
る
。
共
同
利
用
施

設
は
、
被
災
漁
協
の
借
入
金

を
無
利
子
化
す
る
国
の
対
策

を
活
用
し
、
漁
協
の
負
担
軽

減
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
原
子
力
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
両
立
、
五

浦
美
術
館
の
再
開
見
通
し
、

映
画
「
天
心
」
な
ど
も
質
問
）

石
井
邦
一
議
員
（
自
民
）

今
回
の
原
発
事
故
に
よ
り
、

農
林
水
産
業
だ
け
で
な
く
観

光
業
で
も
深
刻
な
風
評
被
害

を
受
け
て
い
る
。
全
産
業
へ

の
損
害
賠
償
を
、
国
や
東
京

電
力
に
強
く
求
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

知
事　

事
故
と
相
当
因
果
関

係
が
認
め
ら
れ
る
被
害
は
す

べ
て
対
象
と
し
、
被
災
者
が

元
の
生
活
に
早
期
に
戻
れ
る

よ
う
十
分
な
補
償
を
す
る
こ

と
を
基
本
と
す
べ
き
と
考
え

る
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え

て
強
く
働
き
か
け
る
。

議
員　

六
月
か
ら
栃
木
県
と

群
馬
県
と
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

運
航
連
携
が
開
始
さ
れ
た
が
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
構
想
圏
域
で
あ
る
福

島
県
と
も
連
携
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

課
題
も
あ

る
が
、
県
北
地
域
の
救
急
医

療
体
制
充
実
に
有
意
義
で
あ

る
の
で
、
福
島
県
の
意
向
を

確
認
し
た
う
え
で
、
関
係
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

を
始
め
る
。

（
ほ
か
に
、
学
校
耐
震
化
の
早

期
推
進
、
県
北
山
間
地
域
の

振
興
策
な
ど
も
質
問
）

北茨城市中郷町の県有地

今後の早期整備が見込まれる圏央道（つくば中央 IC）６月に東京都江戸川区で開催された奥久慈青空市場

　平成23年第２回定例県議会は、以下
の会期日程で開催されました。

予算特別委員会■６月16日(木)

本 会 議
（委員長報告、採決、閉会）

■６月20日(月)

常 任 委 員 会■６月13日(月)
　　　14日(火)

本 会 議
（一般質問・質疑）

■６月９日(木)
　　　10日(金)

本 会 議■６月６日(月)
（開会、知事提出議案説明）

本 会 議■６月15日(水)
（予算関係議案常任委員長報告）

調査特別委員会■６月17日(金)
東日本大震災復興・元気ないばらきづくり
調査特別委員会を開催し、調査を行いました。

第2 回定例会の
主な日程

水戸市内で開催された農産物販売イベント

錦
織　
　

孝
一　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

志
賀　
　

秀
之　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

石
塚　

仁
太
郎　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

石
井　
　

邦
一　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
） 

齋
藤　
　

英
彰　
　
（
民　
　

主　
　

党
）

先
﨑　
　
　

光　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

戸
井
田　

和
之　
　
（
無　
　

所　
　

属
）

鈴
木　
　

亮
寛　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
） 

●
質
問
者

本
県
農
水
産
物
の
風
評
被
害
対
策
は

販
売
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し

消
費
者
へ
ア
ピ
ー
ル

圏
央
道
早
期
開
通
へ
の
取
り
組
み
は

用
地
取
得
を
支
援
し
国
予
算
確
保
を
働
き
か
け
る

国
の
広
域
防
災
拠
点
の
誘
致
は

本
県
北
茨
城
市
へ
の
誘
致
を
検
討

す
べ
て
の
産
業
に
対
し
て
損
害
賠
償
を

被
害
は
す
べ
て
補
償
す
る
の
が
基
本


